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繊維凝集性微生物 Geotrichum sp. M111 株は、焼酎残渣の固形物に強く吸着してセルロース系繊維を凝

集することで、効率的な固液分離を可能にする微生物として分離された。これまでに Geotrichum sp. M111
株 の吸着には、細胞壁表面のタンパク質が関与していることが示唆されているが、実際にタンパク質が関与

するのか、表面構造の関与など、未だに吸着に関連する因子は同定されていない。本課題では AFM を用い

た Geotrichum sp. M111 株の細胞壁表面構造観察の予備検討を実施した。 
AFM による構造観察は、JPK NW4 装置を用いて大気中および液中で実施した。寒天平板培地由来の菌

体は大気中かつスライドガラス上で観察されたが、乾燥に伴う収縮と変形が認められ、節状構造が強調され

ていた。一方、液体培養した菌体の液中 AFM 観察では、全体が膨張したような形態を示した。また液中菌体

は、ポリ L リジン処理ガラスボトムディッシュを用いることで、菌体が安定して吸着/固定され、AFM により表面

構造情報を得ることができた。この際、240AC カンチレバーは菌体の移動を引き起こし、測定不可であった

が、AC40 カンチレバーでは安定した測定が可能であった。液中での菌体は、弾性率が低く、表面は平滑で欠

陥も少なく、10–20 nm 程度のラフネスを示した。また本菌は胞子形態と糸状形態を示すが、形態ごとの表面

構造の違いは観察されなかった (図1)。さらに、プロテアーゼ処

理による表面タンパク質の除去実験では、液中でのポリ L リジ

ン処理ガラスボトムディッシュへの吸着量が著しく減少する様子

が観察された一方で、AFM 計測ではプロテアーゼ処理の有無

による表面構造の違いは見られなかった。

以上の結果から、本課題では Geotrichum sp. M111 株の

AFM を用いた表面構造の観察法を確立し、表面構造の観察に

至った。今後、吸着に関与する分子の同定と吸着機構の解明

に向けたより詳細な解析が求められる。
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図 1 胞子形態および糸状形態細胞の表
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